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25年度 26年度 27年度 399,261 399,261

701 総
幹線道路維持
保全計画策定
事業

一定規模以上の
道路路線におけ
る維持保全業務
計画の策定を行
う。

道路利
用者

政
策
計画の策定

進捗率
58％

計画策定完了 14,566

業
務
計
画

計画策定
を完了
し、公表
した。

Ａ

本計画の他、歩行空間や
自転車ネットワークの整
備、踏切対策、電線類地
中化を、舗装修繕と合わ
せて効率的に進めるた
め、各計画を策定した。

1
幹線道路維持
保全計画策定
事業

幹線道路維持保
全計画策定業務
委託

業務委託件数 1件 1件 11,835

業
務
計
画

1
幹線道路維持
保全計画策定
事業

幹線道路維持保
全計画策定業務
委託

業務委託件数 1件 1件 2,731

業
務
計
画

2 総

市道０１０９
号線（鶴嶺通
り）歩道整備
事業

狭隘な歩道の拡
幅整備を行い、
歩行者や自転車
等の安全確保を
図る。

道路利
用者

政
策
事業の進捗状況

用地買収率
14.7%
人道橋詳細設
計完了

用地買収率
16.6%
人道橋工事完
了

用地買収率
22.0%

77,662

業
務
計
画

用地買収
率21.3％
歩道整備
率11.1％
暫定供用
率19 3％

Ｂ

繰越明許とした人道橋工
事の完成により、狭あい
な歩道が拡幅されること
から、今後成果が見込め
る。

2

市道０１０９
号線（鶴嶺通
り）歩道整備
事業

補償費算定委託 業務委託件数 1件 0件 0

業
務
計
画

2

市道０１０９
号線（鶴嶺通
り）歩道整備
事業

用地買収 用地買収面積 A=32.67m2 A=32.67m2 5,102

業
務
計
画

2

市道０１０９
号線（鶴嶺通
り）歩道整備
事業

物件補償 補償件数 1件 1件 33,561

業
務
計
画

2

市道０１０９
号線（鶴嶺通
り）歩道整備
事業

2

市道０１０９
号線（鶴嶺通
り）歩道整備
事業

課かい名

施策目標

道路建設課

交通を円滑に処理する道路網を整備する

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動
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701 総
幹線道路維持
保全計画策定
事業

1
幹線道路維持
保全計画策定
事業

1
幹線道路維持
保全計画策定
事業

2 総

市道０１０９
号線（鶴嶺通
り）歩道整備
事業

2

市道０１０９
号線（鶴嶺通
り）歩道整備
事業

2

市道０１０９
号線（鶴嶺通
り）歩道整備
事業

2

市道０１０９
号線（鶴嶺通
り）歩道整備
事業

2

市道０１０９
号線（鶴嶺通
り）歩道整備
事業

2

市道０１０９
号線（鶴嶺通
り）歩道整備
事業

基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

203,529 258,801

0 なし 不可 完 高 高 高 終了

予
算
な
し

予
算
な
し

予
算
な
し

1 17,486

業
務
計
画

位置付け
ないが取
り組みを
進める

不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

補償費算定委託 業務委託件数 4件 2,895

業
務
計
画

維
持

用地買収 用地買収面積 A=69.22m2 11,457

業
務
計
画

位置付け
ないが取
り組みを
進める

④選択と集中
の徹底・自主
財源の確保

A=32.67m2
暫定整備を行
う面積 27

用地買収から工
事施工までの
間、暫定整備を
実施し有効活用
を図る。

維
持

物件補償 件数 3件 1,179

業
務
計
画

維
持

暫定整備工事 工事箇所数 6箇所 1,955

業
務
計
画

維
持

補償費算定委託 業務委託件数 4件

業
務
計
画

維
持

道路建設課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性
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25年度 26年度 27年度 399,261 399,261

課かい名

施策目標

道路建設課

交通を円滑に処理する道路網を整備する

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

2

市道０１０９
号線（鶴嶺通
り）歩道整備
事業

2

市道０１０９
号線（鶴嶺通
り）歩道整備
事業

2

市道０１０９
号線（鶴嶺通
り）歩道整備
事業

積算・現場管理
委託

業務委託件数 2件 2件 2,069

業
務
計
画

2

市道０１０９
号線（鶴嶺通
り）歩道整備
事業

張出歩道整備工
事

施工延長・幅
員

L=42.2m
W=2.5m

なし 36,930

業
務
計
画

3 総

市道０１１０
号線（大岡越
前通り）歩道
整備事業

歩道を設置し、
歩行者や自転車
等の安全確保を
図る。

道路利
用者

政
策
事業の進捗状況

用地買収率
92.9%

歩道整備率
63.1%

用地買収率
98.1%

17,278

業
務
計
画

用地買収
率89.3%
歩道整備
率62.3%

Ａ
L=64mの歩道設置を完成
させたことにより、歩行
者や自転車等の安全確保
に成果が出ている。

3

市道０１１０
号線（大岡越
前通り）歩道
整備事業

3

市道０１１０
号線（大岡越
前通り）歩道
整備事業

用地買収 用地買収面積 A=40.78m2 A=40.78m2 1,730

業
務
計
画

3

市道０１１０
号線（大岡越
前通り）歩道
整備事業

物件補償 件数 2件 2件 2,161

業
務
計
画

3

市道０１１０
号線（大岡越
前通り）歩道
整備事業

歩道整備工事
（経済対策）

歩道整備延長 L=54m L=64m 13,387

業
務
計
画
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基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

2

市道０１０９
号線（鶴嶺通
り）歩道整備
事業

2

市道０１０９
号線（鶴嶺通
り）歩道整備
事業

2

市道０１０９
号線（鶴嶺通
り）歩道整備
事業

2

市道０１０９
号線（鶴嶺通
り）歩道整備
事業

3 総

市道０１１０
号線（大岡越
前通り）歩道
整備事業

3

市道０１１０
号線（大岡越
前通り）歩道
整備事業

3

市道０１１０
号線（大岡越
前通り）歩道
整備事業

3

市道０１１０
号線（大岡越
前通り）歩道
整備事業

3

市道０１１０
号線（大岡越
前通り）歩道
整備事業

203,529 258,801

道路建設課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

用地買収 用地買収面積 A=98.99m2

業
務
計
画

維
持

物件補償 件数 4件

業
務
計
画

維
持

積算・現場管理
委託

業務委託件数 2件

業
務
計
画

維
持

張出歩道整備工
事

施工延長・幅
員

L=42.2m
W=2.5m

業
務
計
画

あり（26
年度に追
加）

①事業実施主
体の最適化

平成27年3月末
張出歩道整備
工事の年度内
の完了

26

専門性の高い事
業の設計積算、
現場監理業務を
民間に委託し、
職員の負担軽減
を図る。

維
持

0.74 41,363

業
務
計
画

なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

補償費算定委託 業務委託件数 3件 1,901

業
務
計
画

維
持

用地買収 用地買収面積 A=124.72m2 11,285

業
務
計
画

維
持

物件補償 件数 3件 13,402

業
務
計
画

維
持

維
持
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25年度 26年度 27年度 399,261 399,261

課かい名

施策目標

道路建設課

交通を円滑に処理する道路網を整備する

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

3

市道０１１０
号線（大岡越
前通り）歩道
整備事業

4 総
道路事業用地
維持管理業務

道路事業用地買
収に伴う測量等
業務及び買収済
み用地工事着手
までの維持管理
を行う。

道路利
用者・
用地買
収対象
地権者

定
例
定
型

対象路線 １３路線 １３路線 １３路線 5,341 １３路線 Ａ
適正な維持管理に努める
ことにより、成果が出て
いる。

4
道路事業用地
維持管理業務

買収用地の維持
管理

対象路線 13路線 13路線 5,341

5 総
行谷芹沢線道
路改良事業

道路を整備し、
都市機能の充実
を図り安全で円
滑な交通を確保
する。

道路利
用者

政
策
事業の進捗状況

用地買収完了
擁壁・盛土工
事
L=140m

用地交渉
を継続し
た。

Ｂ

継続的に用地交渉に臨む
が、買収できなかった場
合でも暫定供用できるよ
う検討したことにより、
今後成果が見込める。

5
行谷芹沢線道
路改良事業

用地交渉 対象件数 1件 1件

702 総
寺尾橋橋りょ
う整備事業

橋りょうを整備
し、都市機能の
充実を図り安全
で円滑な交通を
確保する。

道路利
用者

政
策
事業の進捗状況 工事完了 66,786

護岸工事
を完了し
た。

Ａ

橋りょう整備事業が完了
し、都市機能の充実と安
全で円滑な交通を確保す
るという目的を達成する
ことが出来た。

6
寺尾橋橋りょ
う整備事業

積算・現場管理
委託

業務委託件数 2件 2件 5,632

6
寺尾橋橋りょ
う整備事業

家屋事後調査委
託

業務委託件数 1件 0件 0

6
寺尾橋橋りょ
う整備事業

護岸工事 施工延長 L=37m L=37m 41,540
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基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

3

市道０１１０
号線（大岡越
前通り）歩道
整備事業

4 総
道路事業用地
維持管理業務

4
道路事業用地
維持管理業務

5 総
行谷芹沢線道
路改良事業

5
行谷芹沢線道
路改良事業

702 総
寺尾橋橋りょ
う整備事業

6
寺尾橋橋りょ
う整備事業

6
寺尾橋橋りょ
う整備事業

6
寺尾橋橋りょ
う整備事業

203,529 258,801

道路建設課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

歩道整備工事 歩道整備延長 L=76m 14,775

業
務
計
画

0.26 5,277 なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

買収用地の維持
管理

対象路線 13路線 5,277
維
持

0.05 なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

用地交渉 対象件数 1件
維
持

0 0 完 高 高 高 終了

予
算
な
し

予
算
な
し

予
算
な
し

予
算
な
し
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25年度 26年度 27年度 399,261 399,261

課かい名

施策目標

道路建設課

交通を円滑に処理する道路網を整備する

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

6
寺尾橋橋りょ
う整備事業

寒川町公共下水
道切廻し工事
（負担金）

寒川町公共下
水道切廻し工
事
（負担金）

完了 完了 19,614

7 総
街路事業用地
維持管理業務

街路事業用地買
収に伴う測量等
業務及び買収済
み用地工事着手
までの維持管理
を行う。

道路利
用者・
用地買
収対象
地権者

定
例
定
型

対象路線 1路線 1路線 1路線 6,848

業
務
計
画

１路線 Ａ
適正な維持管理に努める
ことにより、成果が出て
いる。

7
街路事業用地
維持管理業務

買収用地維持管
理

対象路線 3路線 3路線 3,158

7
街路事業用地
維持管理業務

街路事業促進協
議会との連絡調
整・研修会参加
（協議会・研修
負担金）

連絡調整会議
出席・研修会
参加

2回
1回

2回
1回

52

7
街路事業用地
維持管理業務

道の駅調査・研
究業務委託
（経済対策）

件数 1件 1件 3,638

業
務
計
画

7
街路事業用地
維持管理業務

8 総
新国道線街路
整備事業

道路を整備し、
都市機能の充実
を図り安全で円
滑な交通を確保
する。

道路利
用者

政
策
事業の進捗状況

用地買収率
86.8%

用地買収率
86.9%

用地買収率
88.8%

0

業
務
計
画

交渉の結
果、用地
買収はで
きなかっ
た。

Ｃ
継続的に用地交渉に臨む
ことで、今後成果が見込
めるものと考えている。

8
新国道線街路
整備事業

用地買収
（用地特会）
（繰越分）

用地買収面積 A=348.19m2 なし

8
新国道線街路
整備事業

物件補償
（用地特会）
（繰越分）

件数 1件 なし



業務棚卸評価シート

（右側）
8/22

基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

6
寺尾橋橋りょ
う整備事業

7 総
街路事業用地
維持管理業務

7
街路事業用地
維持管理業務

7
街路事業用地
維持管理業務

7
街路事業用地
維持管理業務

7
街路事業用地
維持管理業務

8 総
新国道線街路
整備事業

8
新国道線街路
整備事業

8
新国道線街路
整備事業

203,529 258,801

道路建設課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

予
算
な
し

0.72 4,333

業
務
計
画

なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

買収用地維持管
理

対象路線 3路線 3,179
維
持

街路事業促進協
議会との連絡調
整・研修会参加
（協議会・研修
負担金）

連絡調整会議
出席・研修会
参加

2回
1回

154
維
持

維
持

道路整備プログ
ラム中間検証業
務委託

業務委託件数 1件 1,000

業
務
計
画

0.36 44,657

業
務
計
画

なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

用地買収
（用地特会）

用地買収面積 A=130.88m2
維
持

維
持



業務棚卸評価シート

（左側）
9/22

25年度 26年度 27年度 399,261 399,261

課かい名

施策目標

道路建設課

交通を円滑に処理する道路網を整備する

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

8
新国道線街路
整備事業

補償費算定委託 業務委託件数 1件 なし 0

業
務
計
画

8
新国道線街路
整備事業

用地買収 用地買収面積 A=16.35㎡ なし 0

業
務
計
画

8
新国道線街路
整備事業

物件補償 件数 1件 なし 0

業
務
計
画

9 総
東海岸寒川線
街整備路事業

道路を整備し、
都市機能の充実
を図り安全で円
滑な交通を確保
する。

道路利
用者

政
策
事業の進捗状況 詳細設計完了 用地測量完了

用地買収率
6.0%

2,758

業
務
計
画

幸町交差
点の用地
測量の完
了。

Ａ
用地測量と境界立会いを
完了し、今後、用地買収
の着手を可能とした。

9
東海岸寒川線
街整備路事業

9
東海岸寒川線
街整備路事業

9
東海岸寒川線
街整備路事業

9
東海岸寒川線
街整備路事業

用地測量委託 業務委託件数 0.21km2 0.21km2 2,758

業
務
計
画



業務棚卸評価シート

（右側）
10/22

基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

8
新国道線街路
整備事業

8
新国道線街路
整備事業

8
新国道線街路
整備事業

9 総
東海岸寒川線
街整備路事業

9
東海岸寒川線
街整備路事業

9
東海岸寒川線
街整備路事業

9
東海岸寒川線
街整備路事業

9
東海岸寒川線
街整備路事業

203,529 258,801

道路建設課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

補償費算定委託 業務委託件数 1件 497

業
務
計
画

維
持

用地買収 用地買収面積 A=185.52㎡ 42,147

業
務
計
画

維
持

物件補償 件数 1件 2,013

業
務
計
画

維
持

0.5 19,600

業
務
計
画

なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

補償費算定委託 業務委託件数 1件 1,502

業
務
計
画

用地買収 用地買収面積 A=40.35㎡ 14,171

業
務
計
画

物件補償 件数 1件 3,927

業
務
計
画

維
持



業務棚卸評価シート

（左側）
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25年度 26年度 27年度 399,261 399,261

課かい名

施策目標

道路建設課

交通を円滑に処理する道路網を整備する

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

10 総
香川甘沼線道
路改良事業

道路を整備し、
都市機能の充実
を図り安全で円
滑な交通を確保
する。

道路利
用者

政
策
事業の進捗状況

工事完了
路線測量完了

用地買収率
58.7%
詳細設計完了

用地買収完了
用地測量完了

41,840

業
務
計
画

第Ⅱ期工
区

用地買収
率0％
繰越工事
及び道路
詳細設計
の完了。
1件の用
地買収を
繰越し
た。

Ａ

用地買収は1件を繰越し
たが、道路改良工事を完
成させたことで、歩行者
や自転車等の安全確保
や、移動の円滑化に成果
が出ている。

10
香川甘沼線道
路改良事業

補償費算定委託 業務委託件数 2件 1件 1,163

業
務
計
画

10
香川甘沼線道
路改良事業

用地買収 用地買収面積 A=149.20m2 なし 0

業
務
計
画

10
香川甘沼線道
路改良事業

物件補償 件数 2件 なし 0

業
務
計
画

10
香川甘沼線道
路改良事業

家屋事前事後調
査委託

業務委託件数 1件 1件 2,376

業
務
計
画

10
香川甘沼線道
路改良事業

道路改良工事
施工延長・幅
員

L=180m
W=12m

L=180m
W=12m

36,781

業
務
計
画

10
香川甘沼線道
路改良事業

道路詳細設計委
託

業務委託件数 0.28km 0.28km 1,520

業
務
計
画



業務棚卸評価シート

（右側）
12/22

基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

10 総
香川甘沼線道
路改良事業

10
香川甘沼線道
路改良事業

10
香川甘沼線道
路改良事業

10
香川甘沼線道
路改良事業

10
香川甘沼線道
路改良事業

10
香川甘沼線道
路改良事業

10
香川甘沼線道
路改良事業

203,529 258,801

道路建設課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

0.9 41,963

業
務
計
画

なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

補償費算定委託 業務委託件数 2件 1,838

業
務
計
画

維
持

用地買収 用地買収面積 A=150.12m2 31,774

業
務
計
画

維
持

物件補償 件数 1件 2,994

業
務
計
画

維
持

維
持

維
持

維
持



業務棚卸評価シート

（左側）
13/22

25年度 26年度 27年度 399,261 399,261

課かい名

施策目標

道路建設課

交通を円滑に処理する道路網を整備する

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

10
香川甘沼線道
路改良事業

10
香川甘沼線道
路改良事業

10
香川甘沼線道
路改良事業

11 総
高田萩園線道
路改良事業

道路を整備し、
都市機能の充実
を図り安全で円
滑な交通を確保
する。

道路利
用者

政
策
事業の進捗状況 路線測量完了 地元調整

道路詳細設計
完了

1,530

業
務
計
画

詳細設計
委託を繰
越した。

Ｂ
県警協議に時間を要し繰
越明許としたが、平成27
年度中旬頃には成果が見
込める。

11
高田萩園線道
路改良事業

地元調整 対象路線延長 L=410m L=410m

11
高田萩園線道
路改良事業

道路詳細設計委
託

対象路線延長 L=0.4km なし 1,530

業
務
計
画

11
高田萩園線道
路改良事業

12 総
上赤羽根堤線
道路改良事業

道路を整備し、
都市機能の充実
を図り安全で円
滑な交通を確保
する。

道路利
用者

政
策
事業の進捗状況 用地測量完了

用地買収率
5.5%

用地買収率
9.8%

100,641

業
務
計
画

用地買収
率41.5％
補償物件
の除却に
ついては
繰越し

Ｂ

用地交渉については成立
し契約できたが、補償物
件の除却については繰越
明許となった。平成27年
度末には成果が見込め
る。

12
上赤羽根堤線
道路改良事業

補償費算定委託 業務委託件数 1件 1件 1,512

業
務
計
画



業務棚卸評価シート

（右側）
14/22

基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

10
香川甘沼線道
路改良事業

10
香川甘沼線道
路改良事業

10
香川甘沼線道
路改良事業

11 総
高田萩園線道
路改良事業

11
高田萩園線道
路改良事業

11
高田萩園線道
路改良事業

11
高田萩園線道
路改良事業

12 総
上赤羽根堤線
道路改良事業

12
上赤羽根堤線
道路改良事業

203,529 258,801

道路建設課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

用地測量委託 業務委託件数 1.66km2 5,357

業
務
計
画

維
持

用地買収 用地買収面積 A=19.93m2

業
務
計
画

維
持

物件補償 件数 1件

業
務
計
画

維
持

0.54 5,500

業
務
計
画

なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

維
持

維
持

用地測量委託 対象路線延長 1.8km2 5,500

業
務
計
画

維
持

0.81 23,350

業
務
計
画

なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

補償費算定委託 業務委託件数 1件 1,005

業
務
計
画

維
持



業務棚卸評価シート

（左側）
15/22

25年度 26年度 27年度 399,261 399,261

課かい名

施策目標

道路建設課

交通を円滑に処理する道路網を整備する

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

12
上赤羽根堤線
道路改良事業

用地買収 用地買収面積 A=433.64㎡ A=414.28㎡ 68,129

業
務
計
画

12
上赤羽根堤線
道路改良事業

物件補償 件数 1件 なし 31,000

業
務
計
画

12
上赤羽根堤線
道路改良事業

12
上赤羽根堤線
道路改良事業

12
上赤羽根堤線
道路改良事業

12
上赤羽根堤線
道路改良事業

13 総
国・県補助金
交付申請書等
の作成事務

国・県補助金の
採択、要望、交
付、請求までの
事務手続きを行
う。

国・県

定
例
定
型

期限内提出率 1 1 1
目標値を
達成 Ａ 適切に実施し、成果が出

ている。

13
国・県補助金
交付申請書等
の作成事務

国・県補助金等
の事務手続き

補助金歳入に
係る指定事務
手続きの期限
内提出率

100％ 100％

14 総

都市計画法第
53条申請に対
する意見提出
事務

道路・街路・開
発事業による公
共施設と建築行
為との整合を図
る。

申請者

定
例
定
型

期限内提出率 1 1 1
目標値を
達成 Ａ 適切に実施し、成果が出

ている。



業務棚卸評価シート

（右側）
16/22

基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

12
上赤羽根堤線
道路改良事業

12
上赤羽根堤線
道路改良事業

12
上赤羽根堤線
道路改良事業

12
上赤羽根堤線
道路改良事業

12
上赤羽根堤線
道路改良事業

12
上赤羽根堤線
道路改良事業

13 総
国・県補助金
交付申請書等
の作成事務

13
国・県補助金
交付申請書等
の作成事務

14 総

都市計画法第
53条申請に対
する意見提出
事務

203,529 258,801

道路建設課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

用地買収 用地買収面積 A=100.70㎡ 21,200

業
務
計
画

維
持

維
持

暫定整備工事 工事箇所数 1箇所 1,145

業
務
計
画

補償費算定委託 業務委託件数 1件

業
務
計
画

維
持

用地買収 用地買収面積 A=197.73㎡

業
務
計
画

維
持

物件補償 件数 2件

業
務
計
画

維
持

0.45 なし 不可 未 高 高 高 現状維持

予
算
な
し

国・県補助金等
の事務手続き

補助金歳入に
係る指定事務
手続きの期限
内提出率

100％

予
算
な
し

0.09 なし 不可 未 高 高 高 現状維持

予
算
な
し



業務棚卸評価シート

（左側）
17/22

25年度 26年度 27年度 399,261 399,261

課かい名

施策目標

道路建設課

交通を円滑に処理する道路網を整備する

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

14

都市計画法第
53条申請に対
する意見提出
事務

事業に対する意
見提出業務の期
限内調査、回答
提出

期限内提出率 100％ 100％

15 総
開発事業事前
協議の意見提
出事務

道路事業・街路
事業と開発事業
との整合を図
る。

申請者

定
例
定
型

期限内提出率 1 1 1
目標値を
達成 Ａ 適切に実施し、成果が出

ている。

15
開発事業事前
協議の意見提
出事務

事業に対する意
見提出業務の期
限内調査、回答
提出

期限内提出率 100％ 100％

16 総
国・県からの
道路事業費等
の調査事務

道路事業・街路
事業に係る国・
県からの調査等
に対応する。

国・県

定
例
定
型

期限内提出率 1 1 1
目標値を
達成 Ａ 適切に実施し、成果が出

ている。

16
国・県からの
道路事業費等
の調査事務

調査等に対する
回答書提出業務
の期限内調査、
提出

期限内提出率 100％ 100％

888 総
災害応急対策
活動

本市域に、地震
動・津波等伴諸
現象による同時
多発的災害が発
生した場合に、
被害を軽減し、
応急対策活動を
課として迅速的
確に対処する。

全市民
等

定
例
定
型

888
災害応急対策
活動

応急対策活動マ
ニュアルの充実

マニュアルの
見直し

26年4月・
10月

26年4月・
10月

888
災害応急対策
活動

応急対策業務の
実施手順の検証

行動手順書の
見直し

26年4月・
10月

26年4月・
10月



業務棚卸評価シート

（右側）
18/22

基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

14

都市計画法第
53条申請に対
する意見提出
事務

15 総
開発事業事前
協議の意見提
出事務

15
開発事業事前
協議の意見提
出事務

16 総
国・県からの
道路事業費等
の調査事務

16
国・県からの
道路事業費等
の調査事務

888 総
災害応急対策
活動

888
災害応急対策
活動

888
災害応急対策
活動

203,529 258,801

道路建設課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

事業に対する意
見提出業務の期
限内調査、回答
提出

期限内提出率 100％

予
算
な
し

0.09 なし 不可 未 高 高 高 現状維持

予
算
な
し

事業に対する意
見提出業務の期
限内調査、回答
提出

期限内提出率 100％

予
算
な
し

0.2 なし 不可 未 高 高 高 現状維持

予
算
な
し

調査等に対する
回答書提出業務
の期限内調査、
提出

期限内提出率 100％

予
算
な
し

0.09 なし 不可 現状維持

予
算
な
し

応急対策活動マ
ニュアルの充実

マニュアルの
見直し

27年4月・
10月

予
算
な
し

応急対策業務の
実施手順の検証

行動手順書の
見直し

27年4月・
10月

予
算
な
し



業務棚卸評価シート

（左側）
19/22

25年度 26年度 27年度 399,261 399,261

課かい名

施策目標

道路建設課

交通を円滑に処理する道路網を整備する

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

888
災害応急対策
活動

所属職員の応急
対策業務の実施
手順の習熟

所属内での訓
練・研修実施

2回（26年4
月・10月）

2回（26年4
月・10月）

888
災害応急対策
活動

統括調整部応急
復旧対策班の応
急対策活動の習
熟

統括調整部応
急復旧対策班
での訓練・研
修等の実施

3回 3回

888 総 庁内共通事務

17 総
他事業に係る
道路整備事業
等

道路を整備し、
都市機能の充実
を図り安全で円
滑な交通を確保
する。

道路利
用者

政
策
整備路線数 2路線 2路線 4路線 64,011

埋蔵文化
財委託1
件の完
了、道路
改良工事
1件の完
了、防火
水槽築造
1基の完
了

Ａ

市道8570号線において、
L=157mの道路改良工事を
完成させたことにより、
移動の円滑化に成果が出
ている。

17
北部地区生活
環境向上事業

埋蔵文化財発掘
調査

発掘調査 158m2 158m2 6,571

17
北部地区生活
環境向上事業

17
北部地区生活
環境向上事業

17
北部地区生活
環境向上事業



業務棚卸評価シート

（右側）
20/22

基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

888
災害応急対策
活動

888
災害応急対策
活動

888 総 庁内共通事務

17 総
他事業に係る
道路整備事業
等

17
北部地区生活
環境向上事業

17
北部地区生活
環境向上事業

17
北部地区生活
環境向上事業

17
北部地区生活
環境向上事業

203,529 258,801

道路建設課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

所属職員の応急
対策業務の実施
手順の習熟

所属内での訓
練・研修実施

2回（27年4
月・10月）

予
算
な
し

統括調整部応急
復旧対策班の応
急対策活動の習
熟

統括調整部応
急復旧対策班
での訓練・研
修等の実施

3回

予
算
な
し

0.95 なし 不可 現状維持

予
算
な
し

1.94 なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

埋蔵文化財発掘
調査

報告書作成 一式 2,808
維
持

道路整備工事 道路整備延長
L=86m
W=5.7m

18,687
維
持

路線測量委託 対象路線延長 L=0.7km 4,345
維
持

路線測量委託 対象路線延長 L=0.125km 1,848
維
持



業務棚卸評価シート

（左側）
21/22

25年度 26年度 27年度 399,261 399,261

課かい名

施策目標

道路建設課

交通を円滑に処理する道路網を整備する

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

17
北部地域道路
整備事業

道路改良工事
施工延長・幅
員

L=132m
W=7.0m

L=157m
W=7.0m

57,440

17
防火水槽整備
事業

防火水槽設置工
事

設置数 1基 1基



業務棚卸評価シート

（右側）
22/22

基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

17
北部地域道路
整備事業

17
防火水槽整備
事業

203,529 258,801

道路建設課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

道路改良工事
施工延長・幅
員

L=130m
W=6.5m

27,584
維
持

防火水槽撤去工
事

撤去数 1基
維
持


